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家    庭 

 

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実  

(1) 生徒の主体的な学びを実現する学習指導の工夫 

各学校においては、現行の学習指導要領のもとで、「主体的・対話的で深い学び」の

理念に基づいた授業が行われているが、「初等中等教育における教育課程の基準等の在

り方について」（諮問）で、学ぶ意義を十分に見いだせず、主体的に学びに向かうこと

ができていない子どもが多くなっていることなどが課題として指摘されている。 

 

 

 

 

共通教科「家庭」は、様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参

画しようとするとともに、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態

度を養うことなどを目標としており、主体的な学びの視点を「現在を起点に生涯を見通し

て、家族・家庭や地域、社会の課題を発見し、その解決に取り組むとともに、学習の過程

を振り返って、次の学習に主体的に取り組む態度を育む学びの視点」として示している。 

指導計画の作成に当たっては、単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で

育む資質・能力の育成に向けて、次のような視点で、生徒の主体的・対話的で深い学び

の実現を図ることが大切である。 

 学習内容 

導入  

展開  

まとめ  

共通教科「家庭」においては、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向け、教師

の実践を評価・改善するなど、教師の実践における課題を解決する過程を重視しながら

生徒の学習の充実を図ることが求められている。 

また、生徒が興味・関心をもつ学習課題の工夫の一つに、ICT の効果的な活用が挙げ

られ、共通教科「家庭」においても、一連の学習過程の中で効果的に ICT を活用するこ

とが求められている。例えば、生活の中から問題を見いだして、課題を設定する場面に

おいては、体験的な学習が困難な場合でも動画の視聴やインターネットを活用すること

顕在化している課題 

主体的に学びに向かうことが

できていない子どもの増加 

習得した知識を現実の事象と関連

付けて理解できる生徒が少ない 

自律的に学ぶ自信が

ある生徒が少ない 

（初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（令和６年 12 月 25 日中央教育審議会諮問）【概要】より作成）  

生徒が学ぶことに興味や関心がもてる内容となっているか？ 

生徒が自己の学習活動を振り返る機会を設定しているか？ 

生徒が自身の家庭生活や地域の生活と結び付けて、生活上の問

題を見いだせる内容となっているか？ 

実生活への活用を図ることができる学習内容となっているか？ 

見いだした問題の解決方法を考え、計画を立てて実践できるよう

にしているか？ 

 

 

生活の

営みに

係る見

方・考

え方を

働かせ

る  

生徒が学習

の見通しを

立てられる

ように、年間

計画や単元、

授業をデザ

インしてい 

るか？ 

 

展 開 の 場 面

で 設 定 す る

場合もある 
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により、生徒が学習対象について、具体的にイメージをもつことができ、どのような課

題があるかを認識させることができる。 

 

 

 

 

 

他にも、家庭や地域の生活課題を見いだし、その解決策を検討するなどの学習活動に

おいては、検討した解決策の改善点等を生成 AI に求めたり、生成 AI を活用して議論で

出た意見をまとめたりすることで、論点が分かりやすくなるなどの利点がある。 

育成すべき資質・能力を生徒に身に付けさせるためには、ICT を効果的に活用するな

どして、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を図ることが必要であり、

「主体的・対話的で深い学び」の実現には「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一

体的な充実が求められる。 

(2) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 

【共通教科「家庭」における「学びに向かう力・人間性等」に関する目標】 

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとすると

ともに、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養う。 

学習評価は、「生徒にどのような力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、

教師が授業改善を図るとともに、生徒自らが学習を振り返って次の学習に向かうことが

できるようにしていく必要がある。 

複数回の授業で実施する被服製作実習等における生徒の振り返りでは、毎時間のまと

めで生徒が、その時間に取り組んだ内容等について記録することで、生徒自身が学習状

況を把握して、振り返りを行いながら見通しをもって学習を調整することができる。ま

た、単元を通した問いを設けて、単元の中の学習のまとまりごとに問いを振り返ること

で、学習過程を通じて身に付けさせたい資質・能力を、生徒がどのように獲得したかや、

生徒の変容の様子を見取ることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

生徒：学習状況を把握して振り返りを行いながら見通しをもって学習を調整する 

教師：内容のまとまりごとに学習状況を把握、評価するとともに、指導の改善を図る 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に当たって、「粘り強い取組」と「自らの学

習の調整」の２つの側面から評価することが求められている。また、ここでの評価は、

生徒の学習の調整が「適切に行われているか」を必ずしも判断するものではなく、学習

ICT の効果的な活用の例 

乳幼児の発達の様子を映像で視聴 【例１】 発達の段階の問題を発見し、課題を設定 

【例２】 
気候風土に応じた家づくりと住ま

い方の相違をインターネットで調査  

地域における住生活の課題の解決策を構想  

１
時
間 

ポートフォリオの活用例 

２
時
間 

３
時
間 

４
時
間 

５
時
間 

６
時
間 

学習状況 

の記録 

学習状況 

の記録 

学習状況 

の記録 

学習状況 

の記録 

学習状況 

の記録 

単元のまとめ

・振り返り 
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の調整が知識及び技能の習得などに結び付いていない場合には、教師が学習の進め方を

適切に指導することが必要である。 

２ 指導と評価の計画例  

 「家庭基礎」において、単元全体を通して生徒が学習課題に興味・関心をもち、「主体

的に課題を解決する」という視点から授業を構成していくことが重要である。生徒が主体

的に学習に取り組むよう工夫し、単元において、資質・能力を着実に身に付けさせるよう

工夫した授業の計画例を以下に示す。 

(1) 家庭基礎「子供の生活と保育」の計画例 

ア  単元の目標 

(ｱ)  子どもの精神的幸福度（ウェルビーイング）と心の発達について理解し、社会的

背景（孤独・不安・家庭環境など）と結び付けて、情報の収集・整理ができる。 

(ｲ)  子どもの抱える問題を見いだして課題を設定し、解決策について評価・改善し、

考察したことを、生成 AI や既存資料を活用して多面的に検討し、より現実的で倫

理的な解決策を構想・表現できる。 

(ｳ)  他者と協働して、よりよい社会の構築に向けて子どもの福祉に関心をもち、課題

解決に向けて主体的に取り組み、子育て環境の充実向上を図るために学びを深め

ようとする。 

イ  単元の評価規準 

   

 

 

 

 

ウ  単元の指導と評価の計画（４時間） 

次 

【時間】 
学習活動等 重点 記録 

備考 

（評価Ｂの規準） 

 

１次 

【１時間目】 

【導入・問題提起】 

「精神的幸福度とは何か？」 

・子どもの孤独感や心の健康の課題に関する統

計、事例紹介 

知  

・精神的幸福度や子どもの発

達について基本的内容を理

解している 

２次 

【２時間目】 

 【課題分析・意見交流】 

・子どもが抱える悩み（例：不安、孤独、家庭

の問題）をグループで抽出 

・生成 AI で解決可能な支援を整理（例：対話

支援、創作、スケジュール管理など） 

思  

・子ども視点・社会的視点・

倫理面において、一定の論

理性と具体性のある提案が

なされている 

３次 

【３時間目】 

【解決策の立案】 

・子どもの年齢・状況別に適した解決策を考察

し、生成 AI を活用して提案を作成（個人ま

たはグループ） 

・倫理的な観点や周囲との協働の在り方も考慮 

思 

 

主 

○ 

・子どもの年齢や状況に適し

た解決策を構想し、改善し

ようとしている 

・他者の意見を取り入れて協

働的に学習し、課題に真剣

に取り組んでいる 

４次 

【４時間目】 

【発表・振り返り】 

・各グループのアイデア発表と質疑応答・良い

点や改善点を相互評価 

・振り返りで「学んだこと」「これからの家庭

や社会への提案」を記述 

主 ○ 

・他者の意見を取り入れて発

表を、よりよくしようとして

いる。 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

乳幼児期の心身の発

達と生活、親の役割と保

育、子どもを取り巻く社

会環境、子育て支援につ

いて理解している。 

子どもの健やかな発達のために親や家族

及び地域や社会の果たす役割の重要性につ

いて問題を見いだして課題を設定し、解決

策について評価・改善し、考察したことを

根拠に基づいて論理的に表現するなどして

課題を解決する力を身に付けている。 

様々な人々と協働し、よりよい社

会の構築に向けて、子供の生活と保

育について、課題の解決に主体的に

取り組み、子育て環境の充実向上を

図るために学びを深めようとしてい

る。 

単
元
を
貫
く
問
い 
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エ  学習指導案（第３次／第４次中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の目標 

(1) 子どもの状況に応じた支援策を、生成 AI の特性を生かして創意工夫しながら

提案をまとめるなど、具体的に構想・表現する。 

(2) 子どもの心の支援という社会課題に対して、自分事と捉えて積極的に関わる

態度を養う。 

２ 本時の展開 

 学習内容 生徒の学習活動 評価規準 指導上の留意点 

 

前時の学習を振

り返り、単元を

貫く問いである

「精神的幸福度

とは何か？」に

対する自分の考

えをまとめる。 

・前時のまとめ（子ども

が抱える心の課題の

特徴）やグループの話

し合いの内容を確認

する。 

・導入の問いに対して、

自分なりの考えをま

とめ、ICT を活用して

共有する。 

 

 意見を引き出す際

は「正解を求める」

雰囲気を避け、自由

な発言を促す。  

 

対象年齢や支援

場面に応じた、

子どもの精神的

幸福度を向上さ

せるための支援

策を提案する。 

・支援対象（年齢層）と

状況（悩み・不安）を

決定する。 

・グループで考えた子ど

もの悩みや不安の解

決策を生成 AI に入力

する。 

・生成 AI が提案する解

決策を踏まえて再考

し、グループで話し合

い、「活用案構想ワー

クシート」に記入する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

アイデアを深めるため

に、生成 AI や既存の資

料等を活用して、他者の

意見を取り入れて協働

的に学習し、自らの問題

として捉えた課題の解

決に向けて取り組もう

としている。（記録に残

す評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

設定した対象や状況に

応じた課題を見いだし、

解決策を構想し、合理的

で現実的な提案をして

いる。（記録に残す評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデアが出にく

い場合は、「生成

AI の機能をまとめ

たカード」などを提

示し、視点を広げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

構想したアイデ

アをグループで

まとめ、次時の

準 備 に つ な げ

る。 

ふりかえりシートに、

「今日の学び」「気付き」

を記入する。 

 

 次時（発表）への意

欲を高めるよう、よ

い取組をクラス全

体で共有する。  

 

★「主体的に学習に取り組む態度」の評価の

工夫 

「生成 AI の提案」=「最適解」という結論に

ならないよう、どのような過程を通じて今回

の提案に至ったのかを重視する。 

★生徒の学習状況を見取る具体例① 

【活用案構想ワークシート】 

・対象とする子どもの年齢・状況 

・子どもが抱える心の課題 

・生成 AI の活用方法 

・工夫した点、ねらい 

・配慮した点（倫理・安全面） 

★ICT の活用 

テキストマイニング

ツールを用いて、どの

ような傾向がみられ

るのかを共有する。 

【評価Ｃの生徒への具体的な支援例】 

【主】 

・グループでの話し合いへの参加を促し、生成 AI

へのプロンプトの入力方法について助言する。 

・既習内容を復習できる資料を用意する 

・「生成 AI の機能をまとめたカード」を使って選

択肢から考えやすくする 

【思】 

・子どもの課題事例を短いケーススタディで提示

し、「この子はどう感じているか」を考えさせる 

★生徒の学習状況を見取る具体例② 

【振り返りワークシート】 

・今日の活動で気付いたこと、印象に

残ったことは？ 

・次回の発表に向けて、自分たちの案

をどう改善したいか？ 

過
程 

導
入 

ま
と
め 
展
開 
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オ 学習の進め方や学習評価の工夫 

(ｱ) 単元を通した「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 

「主体的に学習に取り組む態度」は、学習対象について考えたことを振り返って

自己調整し、他者との関わりを通じて学びを深めようとする姿に着目して評価する。

本授業では以下の点に注目して評価を行う。 

・グループ活動において、他者の意見に耳を傾け、自分の意見に生かそうとしてい

るか。 

・アイデアを深めるために、既存の資料や生成 AI の活用事例を積極的に活用しよう

としているか。 

・振り返りの記述で、自らの思考の変化や学びの意味について振り返っているか。 

※「結果」よりも「過程」を重視し、形式的や一過性の興味・関心ではなく、継

続的・内省的な取組姿勢に焦点を当てる。 

(ｲ) 生徒の学習状況を見取る「ワークシート」、「振り返りシート」の具体例 

  生徒の学習状況を項目ごとに見取るため【資料】を活用し、評価する。 

 【資料「活用案構想ワークシート」（３時間目に使用）】 
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【評価の具体例（観点：主体的に学習に取り組む態度）】 

評価 具体例 

Ａ 

アイデアを深めるために、生成 AI や既存の資料等を積極的に活用すると
ともに、他者と積極的に交流するなどして意見を取り入れる中で、課題を
自らの問題として捉え、課題の解決に向けて主体的・協働的に取り組もう
としている。 

Ｂ 
アイデアを深めるために、生成 AI や既存の資料等を活用し、他者の意見
を取り入れて協働的に学習し、自らの問題として捉えた課題の解決に向け
て取り組もうとしている。 

Ｃ 
アイデアを深めるために、既存の資料や生成 AI 等の他者の意見を取り入
れて協働的に学習しているが、課題を自らの問題として捉え、取り組もう
とする姿勢が見られない。 

 

【評価Ｃの生徒への具体的な支援】 

・グループでの話し合いへの参加を促し、生成 AI への効果的なプロンプトの入力

方法について助言する。 

・生成 AI の活用例を掲載したカードを使って選択肢から考えやすくする。 

・子どもの課題事例を短いケーススタディで提示し、「この子はどう感じてい

るか」を考えさせる。 

・既習内容を復習できる資料を用意する。 

※評価Ｃの生徒には、できていない点の指摘ではなく「どうすればよりよく 

なるか」を一緒に考える姿勢を重視する。 
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１ 高等学校「家庭」における「消費者教育」 

現行の学習指導要領においては、令和４年４月の民法改正により成年年齢が 20 歳から

18 歳に引き下げられたことを踏まえ、消費者被害の未然防止を目指し、消費者教育の充

実が示された。 

特に、共通教科「家庭」においては、これまでの学習内容に加えて、預貯金、民間保

険、株式、債券、投資信託等の金融商品を取り扱い、資産形成の視点を踏まえることと

している。実践的な授業を実施していく上で、外部機関と連携した消費者教育計画の例

を次に紹介する。 

２ 外部機関と連携した消費者教育の例 

(1) 家庭総合「Ｃ 持続可能な消費生活・環境 (1) 生活における経済の計画」での外部

機関と連携した「単元の指導と評価の計画」の例 

時間 学習内容 評価規準 

１ 

消費行動とライフスタイル 

・人生設計とお金 

・家計と経済のかかわり 

【主】生活における経済の計画や消費行動と意思決

定、持続可能なライフスタイルと環境につい

ての課題解決に主体的に取り組もうとしてい

る。 

２ 

家計管理 

・生活に必要な費用と管理 

・現代の家計の傾向 

【知】家計の構造や家計と社会の関わり、消費行動

における意思決定や責任ある消費の重要性に

ついて理解しているとともに、生活情報を適

切に収集・整理できる。 

３ 
【外部機関と連携】 

・金融セミナー 

【思】生涯を見通した生活における経済の管理や資

産形成について問題を見出して課題を設定

し、解決策を構想することができる。 

４ 

生活における経済の計画 

・リスク管理と資産形成 

【知】家計の構造や家計と社会の関わり、家計管理

について理解している。消費者保護の仕組み

について理解し、生活情報を適切に収集・整

理できる。 

【知】知識・技能 【思】思考・判断・表現 【主】主体的に学習に取り組む態度 

●消費者教育及び金融教育で連携が可能な関係機関の例 

機関名 取組の概要等 機関名 取組の概要 

一般社団法人 

北海道消費者協会 

・学校訪問講座（生徒対象） 

・教員サポートセミナー 

・消費者教育支援セミナー（教員

対象）※例年１月開催 

アクサ生命保険（株） 

・ライフマネジメント出前授業 

・金融リテラシー向上のための出

張授業 

経済産業省 

北海道経済産業局 

・高校生向け消費者教室 

 ※オンライン可 
（株）北洋銀行 ・ほくよう金融教室 

第一生命保険（株） 

・消費者教育・金融保険教育教材

「ライフサイクルゲームⅢ～

生涯設計のススメ～」の提供 

SMBC コンシューマー

ファイナンス（株） 

・金融経済教育セミナー 

 「生活設計・家計管理」 

 「ローン・クレジット」 

 「金融トラブル」 

（株）北海道銀行 ・出前授業 
ろうきん 

（北海道労働金庫） 
・金融教育出前講座 

 

外部機関と連携した消費者教育 
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１ 高等学校「家庭」における保育分野の学習の必要性 

高等学校「家庭」では、人の一生を見通しながら自立して生活する能力と、異なる世

代と関わり共に生きる力を育てることを重視している。そのため、子どもを生み育てる

ことや、子どもと関わる力を身に付けるなどの乳幼児期に関する内容を、生徒に学習さ

せることが求められている。 

本トピックでは、高等学校「家庭総合」の「Ａ 人の一生と家族・家庭及び福祉（3）

子供との関わりと保育・福祉」の学習において、生徒が幼稚園や保育所等を訪問するな

ど、体験的な学習活動を取り入れた単元の指導計画を紹介する。 

２ 単元の指導計画（家庭総合：保育分野） 

時間 学習内容 評価規準 

１ 

幼児の発達と生活 

・幼児の心身の発達や生活について 

 

【知】幼児の心身の発達と日常生活に

ついて、理解している。 

 

２ 

幼児の遊びと文化 

・幼児の遊びや児童文化財の役割について 

 

【知】幼児の遊びの種類と児童文化財

が子どもに与える役割につい

て、理解している。 

 

３ 

・ 

４ 

オリエンテーション 

・交流体験の内容説明 

・幼児との接し方や心得について 

・幼児との交流体験授業の準備 

・交流体験に向けて、対象幼児に応じた「遊

び」（ゲームや紙芝居、折り紙など）の準

備 

【知】これまでの学習や交流体験を通

して幼児と適切に関わるための

基礎的な知識及び技能が身に付

いている。 

【主】子どもの目線に立って、主体的

に遊びを考えようとしている。 

５ 

幼児との交流体験授業【幼稚園等の訪問】 

・幼児との交流を通した幼児 

との関わり方について 

 

【思】幼児との交流を通して、どうす

れば適切に関わることができる

か考えることができる。 

【主】幼児と積極的に関わる上で、保

育の在り方について考えようと

している。 

６ 

振り返り学習 

・保育士（幼稚園教諭）の幼児への関わり方

と自分たち（生徒）の子どもへの関わり方

の違いについて 

【思】子どもの健やかな発達を支える

ために、園児との適切な関わり

方について考え、実践を評価、

考察したことを理論的に表現し

ている。 

７ 

・ 

８ 

子育て支援 

・親の役割と保育や子どもを取り巻く社会環

境、子育て支援体制について 

 

【思】子どもの健やかな発達を支える

ための制度や資源について、問

題を見出して、考察したことを

表現できる。 

【主】これまでの学習について、保育

者としての視点をもち、家庭・

地域の生活の充実向上を図ろう

としている。 

【知】知識・技能 【思】思考・判断・表現 【主】主体的に学習に取り組む態度 

※外部施設での学習については事前に打合せを行い、受入先の幼児に負担の掛からないよ 

う十分に配慮する必要がある。 

 

幼稚園、保育所等を訪問して子どもとのふれあ

いや交流などを取り入れた実践的・体験的な学

習活動について 

 Topic 


